
                                                     

これからの時代を生きる子どもたちに必要な力とは？    校長 村上 咲枝 

５年後の２０３０年の社会は、少子高齢化がさらに進行し、６５歳以上の割合が総人口の３割に

達すると見込まれています。また、グローバル化や情報化が進展することや子どもたちが将来就く

ことになる職業も、技術革新等の影響により大きく変化すると予測されています。アメリカのデュー

ク大学研究者であるキャシー・デビッドソン氏は、子どもたちの６５％は将来、今は存在していない

職業に就くだろう。オックスフォード大学のマイケル・オズボーン氏は、今後１０年～２０年程度で、半

数近くの仕事が自動化される可能性が高いだろう。と、２氏とも数年前から予測をしております。  

この言葉にあるように、予測困難な時代の到来が考えられているからこそ、身近な問題を自分

事として捉え、主体的に解決を図っていくことができる力は、とても大切な力であり、学校でも意図

的・計画的に培う必要があると考えています。 

東小学校児童会では、これまで「いじめをゼロにしたい！」と、いう

思いをもって代表委員会等で、魅力的な活動が行われてきました。

今年度は、「代表委員会企画名刺交換会」を行い、他学年と名刺を

交換することにより、学年を超えてみんなと仲良くなることを目的とし

て代表委員会が企画しました。また、「体育委員会企画遊び企画鬼

ごっこ」では、５・６年の体育専門委員と１・２年生が体育館に集まり、    【代表委員会企画名刺交換会】 

みんなで鬼ごっこをしました。体育専門委員が低学年に優しくお世

話をしてあげている姿が印象的でした。このような取組を重ねてきた

結果この度「美唄市優良青少年」として、東小学校児童会が表彰さ

れました。とても嬉しいことです。みんなを褒めてあげたいです。 

児童会活動では、自分たちのことだけでなく、全校のことを考えた

活動が多く企画されています。考えたことを行動（形）に移していき、

うまくいってもいかなくても、行動したからこそ成果と課題が見えてく   【体育委員会企画遊び企画鬼ごっこ】 

るはずです。次の課題解決へ活かしていくというサイクル

をできるだけ多く積み重ねていきながら、主体的に気づ

き、考えて、行動できるようになってくれることを期待して

います。      

最後になりましたが、保護者・地域の皆様

の学校教育活動に対する深い理解とご協

力に、心より感謝とお礼を申し上げます。

良いお年をお迎えください。      【児童代表として前・後期児童会長が市長より賞状を受け取りました】 
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1/1６ 金  ３学期始業式（４時間授業）  

２０  火  避難訓練（地震）  

２１  水  
 
スキー学習（５年生）  

２２  木  スキー学習（６年生）  

２３  金  スキー学習（４年生）知能検査２・５年生  

２７  火  スキー学習（５年生）  

２８  水  スキー学習（４年生）  

２９  木  スキー学習（６年生）  

３０  金  
新１年生１日入学  
（１・２年生  ２時間授業）  

◇ 冬休み １２月２５日（木）～ １月１５日（木） 

◇ ３学期始業式 １月１６日（金） 

３学期にはスキー学習の実施を予定してお

ります。用具の準備等ご協力いただきますが

よろしくお願いいたします。 

 

 

１２月２日（火）・３日（水）には、幼保小連携事業の一環として、 

市内全ての幼稚園・保育園年長児の皆さんと本校１年生の交流学習を 

東小学校で実施しました。交流学習当日は、始めに１年生が手本になり 

準備体操を行い、その後は全員でおにごっこ（しっぽとり・バナナおに） 

を楽しみました。最後には、１年生がダンスを上手に発表し、年長の皆 

さんにプレゼントを渡してくれました。交流会では、１年生が優しく教 

えてあげている場面が見られる等、微笑ましい交流会となりました。 

 

 

 １２月１６日（火）には、東中生徒会の皆さんが中心となり、主体的に 

企画立案・推進・進行をしていただいた、いじめ「ゼロ」集会に６年生が 

参加しました。集会では各グループに分かれて、いじめゼロを目指すこと 

をテーマに話し合いを行いました。６年生も真剣な表情で中学生の皆さん 

と一緒に意見を出し合ってくれました。中学校の雰囲気にも触れることの 

できるとても有意義な学習となりました。 

 

  

１２月６日（土）には、美唄市「地域と暮

らしに学ぶ農業科」推進事業シンポジウム

が美唄市民会館で開催されました。東小学

校からは、５年生９名の皆さんが農業体験

学習の発表をしてくれました。春から秋ま

で体験してきた田植えや稲刈り、脱穀、し

め飾りづくり等、多様な視点から学習をま

とめ、素晴らしい発表をしてくれました。

会場の皆さんからは大きな拍手をいただ

き、多くのお褒めの言葉をいただきまし

た。これまでの学習をがんばってくれた５

年生の皆さん、お疲れさまでした。 

東小学校HPの二次元コードで

す。児童の活動の様子など  

のせています。ご覧ください。 


